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高知大学発　地域ベンチャースキーム（初動）

高知大学
IoP共創センター

高知大学発ベンチャー
　IoPプラス［仮］

政府・自治体

民間企業（農業関係）

農業団体

民間企業（非農業関係）

協力会社

各種AIモジュール研究開発

各種AIモジュール
貸与
共同研究契約

各種AIモジュール
使用料

各種AIモジュールを用いたサービス開発・販売

協力会社
作業委託

作業支援

作業委託

作業支援

活動連携

活動成果

活動連携 活動成果

岩尾教授
高知大学

兼業申請

（受理）
兼業活動

AKAC 出資者

出資株式等 出資株式等

注力領域①　主力技術のPoC

注力領域②　派生技術のPoC

手続き領域　会社設立

JV

高知県
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全てはここの数値
の解像度を早い
段階で高めること

作物の生育が
わかる（荷物に

予測）
環境変化、市
場の動きから予

測

市場データ
（いつ、作物、
価格等）を

持っている！？

生
育
状
況
及
び
市
場
デ
ー
タ
を
鑑
み
て
農
家
は
出
荷

Ｊ
Ａ
は
集
荷
を
行
う

配送最適化
エンジン EDIエンジン物量予測

エンジン

ルール化可能な処理を定義し、半自動実行（現在開発中）過去データから
物量AI予測 人間はITによる出力結果の修正・承認・最終執行　＋　ルールの変更処理　▶　事業継続性＋空きリソース顧客転換（顧客向けサービス充実）　

物流企業ケース
に上記ＳＣを意
識した際に必要と
なる技術の検証
を行う
予測、最適化、
手続き半自動化

ココが重要

農作物の収穫から市場へ
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予測精度向上による効果

4

JA側予測と実績の違いによる
機会損失

■ 相対取引量
■ A品をB品で販売
■ 取引停止リスク

予約トラック数と実績数の差による
損失

■ 一台ミスすると5%~10%利益減

農家 JA 運送会社

運送会社

運送会社

会社間の連携ロス
■ 手書きによる入力ミス
■ 電話FAXメール連絡
■ 伝票の作成コスト

農家単位の
収量予測

JA予測の精度
向上

売上向上

トラック必要台数
予測精度向上

損失低減

IoPベンチャーによる効果

ベンチャー利益

IoPシステム
無償利用

高知大学
知財使用料使用料

システム運営費
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